
日
本
経
済
思
想
史
学
会 

会
誌
『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』
執
筆
要
項 

 

一
、
文
字
数
・
書
式 

⑴ 

投
稿
原
稿
の
文
字
数
は
、
論
説
は
二
万
四
〇
〇
〇
字
以
内
、
研
究
ノ
ー
ト
は
一
万
六
〇
〇
〇
字
以
内
、

書
評
は
四
〇
〇
〇
字
以
内
と
し
、
特
集
を
組
む
場
合
に
は
全
体
で
十
二
万
字
以
内
と
す
る
。 

⑵ 

右
記
の
字
数
に
は
、
注
、
ス
ペ
ー
ス
、
図
表
に
必
要
な
紙
面
も
含
む
。 

⑶ 

特
集
を
組
む
場
合
に
は
、
全
体
で
論
説
五
編
分
を
上
限
と
す
る
。 

⑷ 

文
字
数
が
超
過
し
た
投
稿
原
稿
は
、
審
査
に
付
さ
ず
に
返
却
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

⑸ 

投
稿
は
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
、
手
書
き
の
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
が
、
掲
載
決
定
後
の
最
終
原
稿
に
つ
い

て
は
投
稿
者
の
責
任
に
お
い
て
作
成
し
た
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
の
原
稿
と
す
る
こ
と
。 

⑹ 

ワ
ー
プ
ロ
打
ち
原
稿
の
場
合
は
Ａ
４
判
用
紙
横
方
向
で
縦
書
と
し
縦
四
〇
字
横
三
五
行
で
組
む
こ

と
。
た
だ
し
、
英
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
部
分
は
、
横
書
で
半
角
と
す
る
。 

⑺ 

手
書
き
原
稿
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
英
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
部
分
は

横
書
で
、
二
字
一
マ
ス
見
当
と
す
る
。 

⑻ 

原
稿
に
は
ペ
ー
ジ
番
号
を
付
す
こ
と
。 

⑼ 

節
・
項
な
ど
の
階
層
の
表
示
は
左
記
の
よ
う
に
「
一
、
二…

」「（
一
）、（
二
）…

」 

「
１
、
２…

」

と
す
る
。「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」
に
も
番
号
を
付
け
る
。 

 
 

 

一 

は
じ
め
に 

 
 

 

二 

□
□
□ 

 
 

 

（
一
） 

□
□
□ 

 
 

 
 

 

１ 

□
□
□ 

 
 

 
 

 

２ 

□
□
□ 

 
 

 
 

 

３ 

□
□
□ 

 
 

 

（
二
） 

□
□
□ 

 
 

 
 

 

１ 

□
□
□ 

 
 

 
 

 

２ 

□
□
□ 

 
 

 

三 

□
□
□ 

 

二
、
用
字
・
用
語
法 

⑴ 

引
用
文
と
固
有
名
詞
を
除
き
、
新
字
体
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。 

⑵ 

接
続
詞
や
副
詞
は
平
仮
名
と
す
る
。 

⑶ 

数
字
は
漢
数
字
を
用
い
る
。「1

,2
3

4
,5

6
7

,8
9

0

」
は
「
一
二
億
三
四
五
六
万
七
八
九
〇
」
と
表
記
す

る
。
引
用
文
と
固
有
名
詞
を
除
き
「
十
」
は
用
い
な
い
。 

⑷ 

年
の
表
記
は
西
暦
、
和
暦
の
い
ず
れ
で
も
良
い
が
、
和
暦
の
場
合
に
は
「
天
保
五
（
一
八
四
三
）
年
」

と
い
う
形
で
西
暦
年
を
併
記
す
る
。
た
だ
し
同
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
内
で
同
じ
元
号
が
繰
り
返
さ
れ
る
場

合
に
は
、
初
出
の
場
合
の
み
西
暦
年
を
併
記
す
れ
ば
よ
い
。 



⑸ 
人
名
、
機
関
名
な
ど
固
有
名
詞
は
、
節
の
初
出
は
フ
ル
ネ
ー
ム
・
正
式
名
称
を
表
記
す
る
。 

 

三
、
史
料
引
用
・
図
表 

⑴ 

引
用
文
中
の
引
用
者
に
よ
る
注
記
に
つ
い
て
は
〔
○
○―

―

引
用
者
〕 

と
し
て
初
出
に
い
れ
、
以

下
〔 

〕
で
統
一
す
る
。 

⑵ 

引
用
文
中
の
中
略
は
〔
中
略
〕
と
す
る
。 

⑶ 

長
い
引
用
に
つ
い
て
は
、
前
後
を
一
行
空
け
、
二
字
下
が
り
と
し
、
文
字
の
サ
イ
ズ
は
変
更
し
な
い

こ
と
。
そ
の
場
合
の
引
用
の
前
後
の
「 

」
は
不
要
。 

⑷ 

図
表
は
原
則
と
し
て
全
体
の
一
割
以
内
と
し
、
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
（
図
１
）（
表
１
）
な
ど
と

表
記
す
る
こ
と
。 

⑸ 

図
表
に
は
、
上
に
タ
イ
ト
ル
を
置
き
、
出
典
や
注
記
な
ど
は
下
に
記
す
。
タ
イ
ト
ル
に
は
、
図
１
、

図
２…

、
表
１
、
表
２…

と
図
と
表
に
分
け
て
番
号
を
付
す
。 

⑹ 

図
表
は
白
黒
で
の
印
刷
を
前
提
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
。 

 

四
、
文
末
注 

⑴ 

注
は
、
文
末
に
ま
と
め
て
通
し
番
号
を
（
１
）（
２
）…

と
い
う
よ
う
に
付
し
て
書
く
。 

⑵ 

注
に
お
け
る
出
典
の
表
記
は
、
左
記
の
よ
う
に
記
す
。 

 
 

① 

書
籍
場
合 

 
 

 
 

 

著
者
名
『
書
名
』
出
版
社
名
、
刊
行
年
、
ペ
ー
ジ
。 

 
 

② 

書
籍
所
収
論
文 

 
 

 
 

 

著
者
名
「
論
文
タ
イ
ト
ル
」
編
者
名
『
書
籍
タ
イ
ト
ル
』
出
版
社
名
、
刊
行
年
、
ペ
ー
ジ
。 

 
 

③ 

雑
誌
論
文 

 
 

 
 

 

著
者
名
「
論
文
タ
イ
ト
ル
」『
雑
誌
名
』
巻
号
（
紀
要
の
場
合
は
刊
行
組
織
名
）
刊
行
年
（
年

複
数
回
刊
行
の
雑
誌
の
場
合
は
月
も
）、
ペ
ー
ジ
。 

 
 

④ 

雑
誌
・
新
聞
記
事 

 
 

 
 

 

著
者
名
（
無
記
名
の
場
合
は
省
略
）「
記
事
タ
イ
ト
ル
」『
雑
誌
・
新
聞
名
』
巻
号
、
刊
行
年
月

（
月
に
複
数
回
刊
行
の
雑
誌
・
新
聞
の
場
合
は
日
も
）、
ペ
ー
ジ
。 

 
 

⑤ 

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
文
献 

 
 

 
 

 

著
者
名
「
タ
イ
ト
ル
」
公
開
機
関
名
、
公
開
日
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
最
終
閲
覧
日
。 

 
 

⑥ 

一
次
史
料 

 
 

 
 

 

著
者
名
「
タ
イ
ト
ル
」
作
成
年
月
日
、
史
料
群
名
、
所
蔵
機
関
、
史
料
番
号
。 

 
 

⑦ 

外
国
語
文
献 

 
 

 
 

 

右
記
①
～
⑥
に
準
じ
、
各
言
語
の
慣
習
に
応
じ
て
必
要
な
書
誌
情
報
を
記
載
す
る
。
横
書
き
も

可
と
す
る
。 

⑶ 

巻
号
の
表
記
は
「
第
二
巻
第
三
号
」
の
場
合
は
「
二
巻
三
号
」
と
す
る
。 

⑷ 

ペ
ー
ジ
の
表
記
は
「
２
３
４
～
２
５
６
ペ
ー
ジ
」
の
場
合
は
「
二
三
四‐

二
五
六
頁
」
と
す
る
。 



⑸ 

著
者
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
出
典
の
表
記
の
順
に
よ
る
こ
と
。 

⑹ 
シ
リ
ー
ズ
の
も
の
は
タ
イ
ト
ル
の
後
に
シ
リ
ー
ズ
名
と
巻
数
を
記
す
。 

⑺ 

翻
訳
文
献
の
場
合
は
、
著
者
名
の
後
に
（
訳
者
名
）
を
記
し
末
尾
に
原
書
の
書
誌
情
報
を
表
記
す
る
。 

⑻ 

前
掲
の
文
献
を
挙
げ
る
場
合
に
は
「
前
掲
、
著
者
の
姓
『
●
●
●
』
」
と
し
て
出
版
社
、
出
版
年
、

掲
載
誌
な
ど
は
略
す
。
こ
の
場
合
、
著
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
筆
頭
著
者
の
み
記
し
「
△
△
ほ
か
『
●

●
●
』」
と
す
る
。 

 

五
、
原
稿
送
付 

⑴ 

原
稿
の
フ
ァ
イ
ル
名
は
「
論
説 
論
題
名
」「
研
究
ノ
ー
ト 

論
題
名
」
と
す
る
こ
と
。 

⑵ 

原
稿
の
送
付
に
際
し
て
は
、
別
紙
と
し
て
節
・
項
な
ど
の
階
層
が
判
る
目
次
を
付
け
る
こ
と
。 

⑶ 

最
終
原
稿
は
ワ
ー
ド
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
フ
ァ
イ
ル
で
提
出
し
、
図
表
が
あ
る
場
合
に
は
、
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
で
提
出
す
る
。 

 

六
、
著
作
権
・
再
録 

⑴ 

史
料
や
図
版
の
掲
載
に
つ
い
て
所
蔵
先
や
著
作
権
者
な
ど
の
許
諾
が
必
要
な
場
合
は
、
最
終
原
稿

の
送
付
ま
で
に
、
投
稿
者
に
お
い
て
得
て
お
く
こ
と
。 

⑵ 

『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
著
作
権
は
、
日
本
経
済
思
想
史
学
会
に
帰
属
す

る
。 

⑶ 

『
日
本
経
済
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
著
者
自
身
が
論
文
集
な
ど

に
再
掲
す
る
場
合
は
、
事
前
に
学
会
事
務
局
に
連
絡
の
う
え
、
幹
事
会
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
場
合
、
原
則
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
会
誌
の
刊
行
か
ら
二
年
以
上
経
過
の
後
に
刊
行
さ
れ
る
も
の

に
限
る
。 

 

七
、
そ
の
他 

⑴ 

査
読
は
投
稿
者
、
査
読
者
と
も
に
匿
名
な
ま
ま
行
う
。
そ
の
た
め
、
原
稿
内
に
投
稿
者
が
判
る
よ
う

な
表
現
（「
投
稿
者
は
こ
れ
ま
で
●
●
を
論
じ
て
き
た
」「
拙
稿
『
●
●
●
』」
な
ど
）
を
用
い
な
い
こ

と
。 

⑵ 

謝
辞
や
附
記
は
文
末
注
の
後
に
一
行
空
け
て
記
載
す
る
こ
と
。 

⑶ 

英
文
要
約
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
な
場
合
は
、
投
稿
者
の
責
任
に
お
い
て
行
う
。 

⑷ 

校
正
は
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
と
も
二
回
行
う
。
い
ず
れ
も
必
要
最
低
限
の
も
の
に
限
り
、
論
旨

に
関
わ
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

二
〇
二
二
年
五
月
一
四
日
制
定 


